
【事務事業調書】 施策名：4-1-4：農村地域の再生と活力ある農村の創造

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

００１－０６－０１－０３－００３－０３－０２－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

2,964

特　記　事　項細　節

97,373消耗品費

20年度より毎年２haづつ10年間事業を行います。

細　節 金　額

報消費 1,140,000

細　節 金　額

報消費 1,140,000

金　額

毎年定められた面積の整備 ２ha ２ha

指　標 目　標　値 達　成　値

計
画

里山林の「自然環境保全機能・景観保全機能・自然とのふれあい機能を復活向上させるため、と
ちぎの元気な森づくり県民税交付金を活用して下草刈りや、間伐作業なごを行います。作業につ
いては、基本的には、地域の皆さんとの協働により作業を行いますが、高度な技術や危険な作業
については専門家にお願いします。

特　記　事　項

事務事業名 将来まで守り育てる里山林整備事業費

実
績

担当部課 建設産業部　産業課
担　当 農業担当

サブリーダー 熊田 彰夫

宝積寺字鷺の谷地内の荒廃した民有林２haについて、下草刈り、間伐、歩道の造成を行いまし
た。延100人のボランティアの協力により実施しました。

どのような成果が現れます（現れました）か？

　協働により作業を行うことにより、多くの人に山林に触れていただき、間伐材についても作業に携
わった方に有効活用願います。整備後においては、散策や観察会などを行い、誰でも手軽に自然
環境に触れ合うことで、森を育む人づくりにつながり、里山を後世に引き継ぐことが出来ます。

整備した山林は今後9年間に渡り管理作業を行いますので、周辺工場の従業員や地域住民の憩い
の場となり自然環境に触れ合うことが出来るようになりました。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

消耗品費 120,000 燃料費消耗品費 120,0002 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

2,094,000

16,000 9,384

2,094,000

2,103,384

2,110,000

2,094,000

0

予
　
算

当初予算額

流用額

決　算

財
　
源

差引（一般財源）

国庫支出金

県支出金 2,094,000

予算現額

決算額

2,103,384

2,964

1,050,000
不要竹木処理及び歩道造成工事

とちぎの元気な森づくり県民税　交付金事業

42,600

910,447
下草刈り

消耗品費 120,000 燃料費消耗品費 120,000

45,000 食料費食料費 45,000

備品購入費 300,000

使用料及び
賃借料

100,000 工事請負費

食料費

委託料405,000 工事請負費 405,000

使用料及び
賃借料

100,000

2,110,000

工事請負費

備品購入費 300,000

0

2,110,000

計　画 実　績

受益者負担金

その他の特定財源

計

地方債

特　記　事　項

2,110,000

補正予算額




